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不定詞 entender を例にとると，屈折辞である末尾の er を「活用語尾」と











を求めると，上位10動詞は以下の通り：ser, estar, tener, hacer, poder, decir, pasar, ir, dar, 
deber。また，上位100動詞中の不規則動詞は44個，そのうち語根母音変化動詞は19個である。
６　脚注５で述べた調査では，不規則動詞の頻度数上位100位中，語根母音変化動詞は41個もある。
７　comenzar /comenɵár/「始める・始まる」：comenzé /comenɵé/ ⇒ comencé /comenɵé/ のよう






bullieron ⇒ bulleron のように，ñ, ll, i, j の後ろ 
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「落ちる」：caió ⇒ cayó，creer「思う」：creieron ⇒ creyeron のよう
に，母音 a/e/o/u で終わる語根の後 
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クセントのくる語根母音の e/o/i/u がそれぞれ，ie/ue/ie/ue に２重母音化す
るグループである：
entender ⇒ entiendo, entiendes, entiende, entendemos, entendéis, 
entienden; entienda, entiendas, entienda, entendamos, entendáis, 
８　原・Contreras 他（2005: 2034-2035）は，さらに ch を加え，その代表として henchir「膨ら








contar ⇒ cuento, cuentas, cuenta, contamos, contáis, cuentan; 
cuente, cuentes, cuente, contemos, contéis, cuenten; cuenta
adquirir「手に入れる」⇒ adquiero, adquieres, adquiere, adquirimos, 
adquirís, adquieren; adquiera, adquieras, adquiera, adquiramos, 
adquiráis, adquieran; adquiere
jugar「遊ぶ」⇒ juego, juegas, juega, jugamos, jugáis, juegan; juegue, 
juegues, juegue, juguemos, juguéis, jueguen; juega
3.2　第２群
第２群は，直説法と接続法の現在形，命令法の２人称単数形においてアク
セントのくる語根母音の e/o がそれぞれ，ie/ue に２重母音化し，点過去３
人称，現在分詞，接続法現在の１人称複数・２人称複数，と接続法過去にお





「傷つける」⇒ hiero, hieres, hiere, herimos, herís, hieren; hiera, 
hieras, hiera, hiramos, hiráis, hieran; hiere; herí, heriste, hirió, 




「 眠 る 」 ⇒ duermo, duermes, duerme, dormimos, dormís, 
duermen; duerma, duermas, duerma, durmamos, durmáis, duerman; 
11　e ⇒ ie ⇒ i の変化は，形態音韻論的に記述すれば，例えば，原・Contreras 他（2005: 2036）
のように，「母音 i（半母音ではない）で始まる活用語尾の前では e，語根に強勢がある活用形
で ie，その他は i になる」となるだろう。「母音 i（半母音ではない）」は，具体的には，「母音 i
（但し，ie, io を除く）」ということである。本論の趣旨から以下，特に形態音韻論的記述は控え
るが，ie / io という環境がスペイン語の語形変化にとって重要であることは留意しておくにた
る事実である。
12　第２群の e ⇒ ie ⇒ i 変化の代表動詞としては，sentir を挙げることが多いが，私たちは herir
をあえて選ぶ。理由は以下で明らかにする通りである。




duerme; dormí, dormiste, durmió, dormimos, dormisteis, durmieron; 
durmiera, durmieras, durmiera, durmiéramos, durmierais, durmieran; 
durmiendo
3.3　第３群
第３群は，直説法現在においてアクセントのくる語根母音の e が i に，さ
らに，接続法現在形，命令法２人称単数形，点過去３人称，接続法過去と現
在分詞でも，語根母音 e が i に変化するグループである：
vestir 
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「着せる」⇒ visto, vistes, viste, vestimos, vestís, visten; vista, 
vistas, vista, vistamos, vistáis, vistan; viste; vestí, vestiste, vistió, 





queriste, {querió/quirió}, querimos, queristeis, {querieron/quirieron} では
なく，quise, qusiste, quiso, quisimos, quisisteis, quisieron のように不規
則に活用する。poder「... できる」も，直説法と接続法の現在形では，第１
群あるいは第２群の変化を見せるが，点過去は podí, podiste, {podió/
pudió}, podimos, podisteis, {podieron/pudieron} ではなく，pude, pudiste, 













うもので，例えば，規則動詞 montar の派生語 remontar「登る，さかのぼ











る名詞 vuelo「飛行」のアクセントのくる母音が ue であることから，
o ⇒ ue の変化をする語根母音変化動詞であると推測される。calentar「熱
する」も，その派生関係にある形容詞 caliente「熱い」のアクセントのある
母音が ie であることから，e ⇒ ie の変化をする語根母音変化動詞であると
予想することができる。
4.2　語根の母音以降の語形：





enjugar「水気をふきとる」があるが，これらの動詞は，u ⇒ ue の変化を起こさない。con-, 
des-, en- が接頭辞ではない，つまり，jugar からの派生動詞ではないためである。
17　高垣・宮本他（2007:624） には，「古くは」aferrar と同じ活用形だとの注が付いている。
（ 13 ）












































egrep ” 8 ” katsuyo/fukisoku_09|perl prog/y80624.pl 
19
 e|awk ’{x［$1］++}




）：32 entar 15 errar 9 endar 6 ebrar 6 ernar 6 ertar
⑵　出力された語末形の「語根母音変化動詞数／（語根母音変化動詞数＋
規則動詞数）」，即ち，語根母音変化動詞の比率を求める。entar の場合：
19　本稿末の Appendix 1に掲載の y80624.pl を参照。
20　頻度数５以上に限っているのは，ある程度の頻度数がないと，以下の⑵の処理結果の有意性
も低いからである。Miyamoto（2009）では，動詞頻度数３以上に対象を広げれば，












5.1　第１群 e ⇒ ie グループ





































5.2　第１群 o ⇒ ue グループ















































26　olgar が３動詞，ogar, ongar がそれぞれ１動詞であった。























5.3　第１群 i ⇒ ie グループ




5.4　第１群 u ⇒ ue グループ






34　oler のみであった。oler は直説法と接続法の現在形で，huelo, hueles, huele, olemos, oléis, 
huelen; huela, huelas, huela, olamos, oláis, huelan のように変化し，ue の前に h が付与さ
れる。これは，スペイン語で io を除く「閉母音＋開母音」から成る２重母音が語頭に現れる場
合には h を付与すると考えられるので，oler は語根母音変化動詞として扱っておく。
35　irir は，adquirir, inquirir「取り調べる」，perquirir「丹念に調べる」の３動詞のみ。Bosque 




5.5　第２群 e ⇒ ie；e ⇒ i グループ
e ⇒ ie；e ⇒ i グループは，27番 sentir「感じる」系のみ。
5.5.1　sentir 系









5.6　第２群 o ⇒ ue；o ⇒ u グループ









5.7　第３群 e ⇒ i グループ
第３群の e ⇒ i グループには，以下の動詞系がある：
１番 pedir「頼む」系
２番 corregir「訂正する」系
37　「-entir, -erir, -ertir で終わる動詞はすべて不規則である」旨を Alcoba（1999: 4952）も述べ
ている。cf. 土井（2006: 168）
38　ormir が２動詞のみ。




５番 reír「笑う」・６番 freír「揚げる」系 
40
5.7.1　pedir 系





























第１群 o ⇒ ue グループの oler，over，olver は，代表動詞の volver に
よって，「語末形」の olver を提示し，あわせて，その語根母音と語尾の間
の lv から，l と v を取り出し，他の２つの語末形 oler と over 
41
を提示すると
よいだろう。volver 系の代表動詞は volver でよい。mover 系の「語末形」
には，over と oler があり，この２つは異なり動詞頻度数が拮抗している。
しかし，over の重要動詞が mover と llover「雨が降る」であるのに対し，




とすれば mover よりも例えば moler の方がよいだろう。
第２群 e ⇒ ie；e ⇒ i グループの erir，ertir，entir は，このグループの
代表動詞として sentir を挙げる辞書が多いが，erir の「語末形」を持つ
動詞が entir の動詞より倍以上多いこと 
43
から，herir を代表動詞とするのが
よい。herir によって，「語末形」の erir を提示し，r に t を加えて ertir と，
ertir の r を n に変えて entir という２つの「語末形」を挙げる。そしてそ
れぞれの代表動詞として，例えば，convertir「変換する」と sentir「感じ




















第３群 e ⇒ i グループの estir，egir，eguir，eñir については，代表動詞
の選択について次のような提案ができるだろう。estir は pedir 系の語根母
音変化動詞率100％の「語末形」であり，pedir に代表される edir は78.57％
である 
47





。従って，代表動詞としては，pedir ではなく vestir を立てるのがよ
い。egir，eguir，eñir については，eCir の「語末形」をとる動詞が（ほぼ）
すべて不規則活用動詞だというルールを実証している。それぞれの代表動詞
としての，corregir，seguir，teñir については問題がない。eñir と eír は，
それぞれ語根末尾の n と i の直後で活用語尾の ie/io が e/o に変化する i 音脱
落動詞である点に注意が必要だ。reñir を eír の代表動詞とすることには問
題がない。





47　「語末形」estir の重要動詞が vestir ぐらいであるのに対し，edir には，pedir 以外に，medir
「測る，（寸法が）... である」，impedir「妨げる」がある。








apretar 系は，異なり動詞頻度数からは，32の entar が候補となり，語根
母音変化動詞率からは，75％の errar が候補となる。entar の重要動詞とし
ては，calentar「熱する」，sentar「座らせる」ぐらいであるし，errar は，
cerrar「閉める」，encerrar「閉じ込める」ぐらいなので，apretar の代わり
に語根母音変化動詞率の高い errar を「語末形」とする cerrar をこの動詞
系の代表とするのがよいだろう。
contar 系は，特に語根母音変化動詞率の高い「語末形」はないので，異







volver 系の olver, moler 系の oler と over, herir 系の erir, ertir, と entir, 
vestir 系 の estir, corregir 系 の egir, seguir 系 の eguir, teñir 系 の eñir, 
reñir・freír 系の eír の11「語末形」のあることが分かった。それぞれの代
表動詞，例えば，volver, moler, mover, herir, convertir, sentir, vestir, 
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